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プログラム 

 

【世話人会】  12:15～13:10 東京歯科大学水道橋校舎本館 13階第 3講義室 

【開 場】  12:45東京歯科大学水道橋校舎本館 13階第 2講義室 

【開会挨拶】  13:15～13:20  開催世話人 後藤多津子（東京歯科大学) 

 

【一般演題】 

Session 1  13:20～14:04                           座長  河合泰輔 (日本歯科大学) 

 

1. いわき市における DIY と自治体貸与線量計による家屋線量低減（５） - 空間線量とふきとり

物の測定から – 

○森田康彦 

いわき市 

2. 下顎後静脈の静脈弁に関する一考察 

〇笠原典夫 1, 4、松永 智 2，4、小高研人 3, 4、橋本正次 1, 4 
1 東京歯科大学法歯学・法人類学講座 

2 東京歯科大学解剖学講座 

3 東京歯科大学歯科放射線学講座 

4 東京歯科大学口腔科学研究センター 

 

3. パノラマ撮影トモシンセシスモードにおける頭部ポジショニングがデンタル切り出し画像におよ

ぼす影響 

〇印南 永 1、泉 雅浩 1、上原雄人 2、藤井 学 2、香西雄介 1、谷口紀江 1、川股亮太 1、 

櫻井 孝 1 
1 神奈川歯科大学顎顔面病態診断治療学講座 
2 神奈川歯科大学附属病院画像診断科 

4. 骨 SPECT/CTによる顎骨疾患の定量評価 

〇小椋一朗 1, 2、佐々木善彦 2、諏江美樹子 2、織田隆昭 2、亀田綾子 1、外島寛朗 1、 

羽山和秀 1 

1 日本歯科大学新潟生命歯学部歯科放射線学講座 
2 日本歯科大学新潟病院放射線科 

 

*****  休憩 ***** (14:04～14:15)       

 

 



プログラム 

 

Session 2  14:15～14:59                        座長  大林尚人 (東京医科歯科大学) 

 
5.  頸部 CTで偶然発見された甲状軟骨両側性 dystrophic ossificationの１例   

○池 真樹子 1、 新國 農 1、 坂井幸子 1、 西山秀昌 1、 金丸祥平 2、 林 孝文 1 

1 新潟大学大学院医歯学総合研究科顎顔面放射線学分野  
2 新潟大学大学院医歯学総合研究科組織再建口腔外科学分野 

6.  側頭骨まで及んだ慢性硬化性下顎骨骨髄炎の１例 

○近藤 匠、村岡宏隆、伊東浩太郎、平原尚久、徳永悟士、澤田絵理、飯塚紀仁、岡田俊也、 

関谷恵子、金田 隆 

日本大学松戸歯学部放射線学講座 

 

7.  咀嚼筋隙腫瘍が鑑別診断となった歯原性角化嚢胞の 1例 

○坂本潤一郎 1、渡邊 裕 1、田口美晴 1、栗林亜実 1、持田薫利 2、原田浩之 2、倉林 亨 1 

     1 東京医科歯科大学大学院口腔放射線医学分野 
2 東京医科歯科大学大学院顎口腔外科学分野 

 

8.  関節円板転位なしから、非復位性前方転位、変形性顎関節症への変化を画像で確認できた

１例 

○五十嵐千浪 1、小林 馨 1、杉崎正志 1、伊東宏和 1、市古敬史 1 、坂本春生 2、唐木田一成 2 
1 鶴見大学歯学部口腔顎顔面放射線・画像診断学講座 
2 東海大学医学部付属八王子病院歯科・口腔外科 

 

 

*****  休憩 ***** (14:59～15:10)                   

 

 

Session 3  15:10～15:43                                座長  鬼頭慎司 (明海大学) 

 
9.  術中組み立て式デバイスを用いた Le Fort I骨切り術支援システム 

○小髙研人 1, 2、松元秀樹 1、和田大岳 1、佐藤仁美 1、渡邉素子 1、小清水有里子 1、 

音成実佳 1、和光 衛 1、後藤多津子 1 
1 東京歯科大学歯科放射線学講座 
2 東京歯科大学口腔科学研究センター 

 
10. 咬合接触の有無による下顎中切歯の歯槽骨幅の検討 

○佐藤有華、雨宮俊彦、今西祐介、林 悠介、松本邦史、伊藤源大、澤田久仁彦、新井嘉則、 

本田和也 

日本大学歯学部歯科放射線学講座 

 



プログラム 

 

11. 昭和大学歯科病院放射線科の臨床研修におけるパノラマエックス線撮影の分析 

○松田幸子、花澤智美、黒田 沙、関 健次、荒木和之 

昭和大学歯学部口腔病態診断科学講座歯科放射線医学部門 

 

 

*****  休憩 ***** (15:43～15:55) 

 

 

【特別講演】    

15:55～16:55                                 司会  後藤多津子 (東京歯科大学)   

 

 ｢造影剤使用時のリスクマネジメントとクライシスマネジメント｣ 

 
一戸達也 先生 

東京歯科大学千葉歯科医療センター長、歯科麻酔学講座主任教授   

  

 
＝ 地方会総会（17:00～17:15） = 

 

 
【閉会の挨拶】  17:15～17:20  開催世話人 後藤多津子（東京歯科大学) 

 

【懇親会】 17:30～19:15       東京歯科大学水道橋校舎西棟 1階 ラウンジ 

 

 

 

 

〔ご発表の先生方へ〕 

1. 演題は口述発表のみとさせて頂きます。 

2. 発表時間 8分、質疑応答 3分です。発表 40分前までにスライドの受付をお願いいたします。 

発表 7分経過時に１回目のベル、終了時に２回目のベルがなりますのでご了承下さい。 

3. 発表スライドは Microsoft PowerPointで作成して下さい。スライドは単写とします。パソコンの 

持ち込みには対応できませんので、ご協力お願いします。 

4. Windows ＰＣ (Windows 7, PowerPoint 2010)を用意します。プレゼン用のファイルは USB メモリ 

に保存し、ウイルスチェックをして当日ご持参下さい。受付で試写と動作確認をお願いします。 

5. 400字程度の事後抄録(Word ファイル)を作成し、当日 演題受付窓口に CDでご提出下さい。

所属、お名前がわかるようにお願いいたします。 

 



【特別講演】 

造影剤使用時のリスクマネジメントとクライシスマネジメント  

 

一戸 達也 先生 

東京歯科大学千葉歯科医療センター長 
歯科麻酔学講座主任教授 

 

画像診断の日常臨床において、診断精度の向上のために造影剤は極めて重

要な役割を持っている。CT 検査ではヨード製剤が、MRI 検査ではガドリニウム製

剤が一般的に使用されており、ヨード製剤は抗菌薬、NSAIDs、筋弛緩薬などと並

んでアレルギー反応を起こしやすい代表的な薬物である。 

東京歯科大学千葉歯科医療センターは 2018 年 4 月に 15 床の有床歯科診療所となり、2019 年 3 月ま

での 1年間における 1日平均の外来患者数は 628.2名、入院患者数は 6.4名であった。これらの患者に対

して、CT 検査が 2537 件実施され、そのうち造影検査が 284 件であった。また、MRI 検査は 539 件実施さ

れ、そのうち造影検査が 65件であった。この中で、CT検査において 10件（3.5%）の副作用を認めたが、そ

れらは掻痒感、鼻水・くしゃみ、発疹など軽度のものであり、重篤なアナフィラキシー症状は認めなかった。

一般に、CT 検査の際の造影剤使用による副作用は最大 3％と報告されており（日本医学放射線学会：造

影剤血管内投与のリスクマネジメント，2006）、当センターの発生率もほぼ同様であった。一方、重篤な副

作用の発生率は 0.004%、死亡率は 0.0003%といわれているが、幸いにして演者はこれまでにこのような症

例に遭遇していない。日本医療機能評価機構の医療事故情報収集等事業による事例検索では、2010年 1

月から 2018 年 12 月までに、造影剤によるアナフィラキシー反応によって 13 例の死亡例が報告されてい

る。 

 食物によるアナフィラキシー反応では気管支痙攣などの呼吸器症状が主症状となるのに対して、医薬品

によるアナフィラキシー反応では血圧低下などの循環器症状が主症状となる。イギリスにおけるアナフィラ

キシー反応による死亡事例の検討では、アナフィラキシー反応の発症後、心停止までに至るまでの時間の

中央値は、医薬品ではわずかに 5 分であった。このことから、アナフィラキシー反応を疑った場合には、症

状が中等症以上の場合か症状の進行が急速である場合には、直ちにアドレナリン筋注などの救急処置が

必要となる。加えて、アナフィラキシーの二相性反応にも注意しなければならない。 

本講演では、造影剤使用時の副作用、特にアレルギー反応の予防（リスクマネジメント）と緊急時の初期

対応（クライシスマネジメント）について、NSAIDs や筋弛緩薬に対するアナフィラキシーショックの自験例を

踏まえながら考えてみたい。 



ご略歴 

 

いちのへ たつや 

一 戸 達也 

 

現  職  東京歯科大学歯科麻酔学講座 主任教授 

東京歯科大学千葉歯科医療センター センター長 

東京歯科大学副学長 

           

1981年 3月 東京歯科大学卒業 

1985年 1月 東京大学医学部附属病院分院麻酔部医員（1985年 12月まで） 

1985年 10月 東京歯科大学大学院修了（歯学博士） 

1986年 1月 東京歯科大学講師 

1986年 7月 埼玉県立小児医療センター麻酔科非常勤医（1988年 4月まで） 

1991年 1月 東京歯科大学助教授 

1992年 10月 Harbor/UCLA Medical Center麻酔科客員研究員（1994年 3月まで） 

2002年 4月 東京歯科大学教授 

2010年 6月 東京歯科大学水道橋病院長（2013年 5月まで） 

2013年 6月 東京歯科大学副学長（現在） 

2016年 6月 東京歯科大学千葉病院（現、千葉歯科医療センター）長（現在） 

 

社会活動 

日本歯科麻酔学会 常任理事，指導医・歯科麻酔専門医・認定医 

国際歯科麻酔学会連合 会長 

日本歯科医学教育学会 副理事長 

日本障害者歯科学会 代議員，指導医・認定医 

厚生労働省 医道審議会歯科医師分科会歯科医師臨床研修部会長 

日本歯科医師会 医薬品委員会副委員長 

日本歯科専門医機構 新規専門医制度小委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈会場までのアクセス〉 

*JR総武線水道橋駅 東口右手正面、徒歩 1分 

*都営三田線水道橋駅 A2出口 JR総武線方向 直進徒歩 3分 

 

 

学会場：水道橋校舎本館 13階 

懇親会場：水道橋校舎西棟 1階 

＊西棟へは本館 1階より敷地内中庭を通って裏側にあたります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先： 東京歯科大学歯科放射線学講座 

〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 2-9-18 
Tel. 03-6380-922 

準備委員長 和光 衛 
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広告掲載企業 

 

 

朝日レントゲン工業株式会社 

クロステック株式会社 

株式会社 モリタ 

株式会社 フラット 

シーメンスヘルスケア株式会社 

株式会社 インフィニットテクノロジー 

コニカミノルタジャパン株式会社ヘルスケアカンパニー 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


